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13. 八ヶ岳山麓

(1) 地形・地質

八ヶ岳は，地理的に本州のほぼ中央部を占める複式火山である。 ここは， また， 日本列島を地

質構造的に区分するフォ y サマグナの中心部であり 3 糸魚川ー静岡構造線のすぐ東側に当る。 火

山は北西から南へと弧状にかつ雁行する二条の火山列 からなり，標高 2，000m以上 の山峰は 10

座以上ある。それらの速なりは南北およそ 21kmに及びs 火山l噴出物は東西に最大幅約 35km， 

南北 60km の範囲に広がっている。

火山山麓の広大な緩斜面や高位部の溶岩台地は放牧地や農地 として開発され，利用されてきた。

それは水利条件 と密接にかかわり ，湧泉帯が土地利用 を制約 している。

近年，謬科山の北西館をはじめ山箆高位部に，別荘地やレジャ ーランドなどの開発が著しく行

われ，いまや八ヶ岳の山麓一得は土地開発の波に洗われ，これが水文環境へ及ぼす影響も懸念さ

れるほどの状態になっている。 これには，地下水の開発技術が大きくかかわっていることは無視

できない。

務ケ峯地域は八ヶ岳火山列の北端にある馨科山から西へ連なる前期更新世の火山群の 1づであ

る車山 (1，926m)の南麓部に当る。標高 1，500m 付近を境に，上部は高原状で“池のくるみn な

どの湿原がみられる。標高 1，500-1，300m の聞には，深い谷が急激に発達し，台地は丘陵状を

呈するようになる。 地質は，主として，溶岩流からなる前期更新世の上部塩嶺層で，多くの部層

に区分されている。全体として，いわゆる溶岩台地を形成 している。層序的に八千聴層群の上部
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および最上部累層に対比される(図2-3-92)。溶岩中には板状節理が発達していて，i鉄平石」と

して採掘されている部分がある。

八ヶ岳北~北東麓地域は山麓の中で最も開析の進んだ地域で，比較的緩傾斜の尾根と深く刻み

込まれた谷の発達で特徴づけられる。全体的に，丘陵性の山麓という感じで，谷幅が広く ，谷底

も比較的平坦である。

地質的に前期更新世の火山l噴出物とそれらを挟在する陸成層からなる。大部分が八千穂層群に

属するものである。火山噴出物は塩基性の安山岩質ないし玄武岩質のスコリア，溶岩，火山角磯

岩および酸性安山岩質のものがある。最下部，下部，中部， 上部，最上部の 5累層に区分され，

各累屈ともその分布域の南部で，風成層が発達し，北部へ向かつて水成，風成層の互層から水成

層へと移りかわり ，全体で 1，000m 以上の層厚に達する。土佐税期間を通じて湖水域が拡大，縮小，

移動を繰り返したと考えられている。なお，最上音I1層は主として風成のスコリア層からなり，火

山砂1深層， ローム層，凝灰角磯岩層などを挟在しているが，いずれ も大部分が風成ないし崩壊性

の椴1漬物とされている。

南~南東麓地域は比較的緩い傾斜の広い山麓斜面と これを深く刻み込んだ河谷からなり .開析

度は東側で大きく ，南側で小さく なっ ている。

八ヶ岳東麓の大月)11から南麓の立場川にかけて，主として中期更新世の火山活動に由来する噴

出物とそれらを挟在する陸成層(主として湖成，河成〕からなる南佐久層群が分布する。

南佐久層群は八千穂層群および松井くされ磯層と堆積盆を異にし，これらと大き な不整合で接

している。また， 南佐久層群を地{l~させた湖盆が消滅した直後に， 扇状地1深層が不整合に覆って

発迷した(市場層〉。

南佐久層群は，最下部，下部，中音[1，上部，最上部の 5累層に区分されている。このうち，最

下部および、下部層は，東麓でのみその分布が知られている。

西麓地域は八ヶ岳山麓のうちで最も低平な地域に当り，柳川!と立場川，宮川に固まれた南半部

の扇状地性の斜面が特徴的である。 北半部は河岸段丘群から構成されている。 地質的に，更新世

の最も新しい地層がこの段丘堆1貨物で，後期更新世の北八ヶ岳火山の活動によって形成された小

規模な堆積盆に堆積したものである。泥流や溶岩もみられる。

これらの下位に当る南佐久層群の最上部および上部累層の状態は少数の試掘やポー リングの成

果と広範な電気探査によって推定されている。とくに，両累層の境界と考えられる部分がよく追

跡できている。ここで特徴的なことは，最上部累層の層相変化が層比抵抗値の変化 とよく調和し，

とくに厨比抵抗値 1，000Q-m 以上の値を示す部分が高標高部にあって，これが組粒物質に対応

し，溶岩またはブロ y ク状溶岩が分布するという地質踏査などの結果とよく 一致している〈表

2-3-28，図 2-3-93)。

(2) 地下水

窺ケ峯地域の車山の南麓における地下水は，上部塩嶺層に賦存し，台地の縁辺部あるいは河川

沿いに湧水として湧出している〈図2-3-94)。これらの湧水は，溶岩中の板状:ftiJ理に沿って渉出し

ているのが確認されている。図 2-3-94で明らかなように，湧水の分布は局地的で，湧出量にも

大差がみられる。車山東部にみられる湧水は，断層粘土によって堰上げられた地下水が谷部で集



山 … 一 山 … 一…

動 向

一 同 協 同 同 一 五

沼 川

昨 一 J 汁 4 I l l l L ‘

い m 一 九 ド | | 川 開 設 1 1 1

一 山 端 ・ 前川 ・ 中 八

地 気 一 m m プ p a ン ヌ 正 税 制

H M
ド ル い

同 | | 」 圃 圃 ・ 圃 ・ ・ 圃

ム 一 川 初 二 即 日 加 畑 町 一 一 明

} 一 脚 内 い 二 部 制 同 比 一 品 …

ロ 一 間 一 一 位 弘 ロ l ム 府 一

広 湖 ロ ム

一 例 二 打 μ 佐 川 一 一 目 的 川 端 部 一 H E仙 一 一

一 川 二 E提 訴 正 一 前 川 江 川 一

一 部 一 一 片 川 一 洲 町 山 ぷ 万 一 川 比 三 川 一 削 汁 川 川 市 げ川 品 川一

巴 灼 「 『 E比 川 凶 暗 世 同 隅 陸 川 嘩 } 一 」 に ~ 川 凶 出 出川 出 } 防 阿 川 阿 m 山 m川四 一 | !

城土 一市 川 哩 蓋一蔽亙 附 坐 竺 二 一 一政U 札 … 川 E 川地止 一五ゆ止茅圭一才 Zヴ三三 二一 一沼 山叫一 山 田 川 …火火 ノ 州 蝕 鰐 接ロ摂璃川糾仇

舵 E 苧 ナ 川 1 ム r h r |打 叫 い ι 川 田 行 程 M I ll i

一 地 一 次 一 一 一 川 門 以 刷 門 1 1 1 1 同 日 間 門 l u H 一 む洲 一 台 一 Z 二 山 江 山 け 刊 日 比 叩 氏 関 E州 一 川 一

村 一 的 一 れ 一 一 一 胴 } | ム 附 γ I l - - B 上 山 γ ー ム m 一洲 一

i
一 部 一 村 一 二 材 対 一 U N U 日 以 M 耳 新 甘 以 n 一 連

一 似一 ν 一 一 一 郎 て よ 周 一 郎 E U

一 一 ト 一 一 } 際 門 川 μ 磁 一 山 一 則 一 目 一

一世 一 一 一 ω 也 m l 1 ー ん i A 「 h 1 い H 』川 一

一心 一 一 一 剛 正 竺 探 一山一 世

一 川 一 研 一 二 畑 げ 比 附 け 1 1 1 1 比一 附 一 及 川山 一 畑一 一 一 一 一 「 附 汁

L j 一 即 一 二 側一 日 制 一 H N U N μ 幻 J 笠 間 L L L I … i 一 川一 川 畑

M 明 言 一 再 一 一 戸市 r r L
，ト

e r l - - l L E 一 話 E M- -一l 一1 一 一 」 怯 T 町

I B - - H 一 二 存 地 H H U似 つ 序 回 一 | 「 十 十 し 凶 片 側

地 一 柏 一 八 一 二 出 ア ム 必 l i l - - 上 大 一 去 、 川 川 討 削 川 川 州 山 田 一 下 部 川 上 品 広

純 一 崎 一 咽 一 二 的 以 誠 一 味 以 揃 一 誠 汁 μ 山 川 口 一 一 一 一 一 一 一 一 冊 一 間

一一L 一 川 一 日 一 二 服 汁 斗 油 断 市 立 川 前 丁 l 出 m Z H 一 I 一 山 一 H 一 I ~ w 一 山 一 H = 仙 一 似E - d - H 一 一 品 川 崎 l J 1 1 E 「 J Hρ 日明 l l l J げ 出
J w w m m m w 一 一 -2 f一 川 一 昨 一 一 一 切 汁 以 / 一 ノ 立 山 山 一 剛 竹 μ 泌 口 I L - - ド ト ト ト ヒ 正 以 一 瀬

一 削 一 竺 二 下 山 日 夜 工 千 一 川 T よ む 工 判 州 側 川 副 川 副 到 R W W 川 刷 一 広

: 一 山崎 一 四 一 一 一 指 付 川 川 以 尚 一 司一 U H h 準 以

M 一 山 一 己 二 時 川 凶 叩 川 ・ 印 時 一 誓

地 一 京 一 舵 一 一 一の け ハ ハ 以 ノ 一山 川 口 調 刷 一 引

在 日 戸 「 」 」 川 け ー は 凶 川 広 川 阪 市

J 泊 一 域 一 竺 五 械 は 回 汗 日 比 州 一い

旦 地 一 』 ご B l m Z 一辺 | よ J 山由

- b 一 列 - - 1 一勺 J H コ 3 一l 判 i l l - 」 A 一I

北 一 川 一 叩 一 一 一 川 ム 必 お 日 前 村 l l A 制 一川

- J J 一 む 一 一 句、可 ! "“山守 M n “l - v い Y 1 1 1 1 1 1 t凶 1 4 い 何

百 対 従 の 一
一 ムで る 究 一 一 一

域 れ 研 名 一 ロ

地 さ の 旦 一 則

併 比 米 地 一 一1 1 1 1 1 税

閉
山 山

j
・

l.
li
附

川
し

二
百
H

上
1
[(

凶
|新
I
I!A
片
巴
己

"¥1
蜘

ー
ム

持
l同

期ト
ト

丸
岡

|鍋
棚田
IIJ
1il
lU

Vt
下
叶
ト

叫
M
E三
3

松
井
|

川
川

11
11
訟

~I
|

く
さ

れ
際
附

|
川

川
け

11
く
さ
れ
際
間

十
E
ヨ
似

lL
t土

曜
←
 

、
上

l~[
 I

 
じ

上
期

I I ~
段
上
部

紀
止

千
に
一
二
斗

問
プ

'千
同

百
r

制
r

州
問

調
型

i市

jU
l

 F
P

7
4
;l
ih
J
 

IF
r

寸
府

r
τ

桝
じ
一
一
二」

杭
[
110

 "í
l 附

L-
..

..
:J

~.f
l~

... 
I
 i
C
，
下
山
川
!
げ

fl~
足
下
部

目.
.
←
よ
一
一
_
j

~且
雌
吐

_
L
?
_

Mt
第

四
日
1

1
 

1
 

八
ヶ

岳
山

麓
の

第
四

系
庖

序
表

'1'
 

まさ
2-

3
-
2
8

完
新
世

m
[:iJ:
d!

長 jtJ
 

滋 ω H W E W 問 答 u q δ 暮 4 .斗 ハ い い 一 可

/
i~
lt

l 

I
 I

 
2似

)1
1¥

1
 1I 

伝
λ
千

悶
(Ij

日
コ
~

松
円

1"1
¥'1 

山
川

1""
眠

幻

岡
うい

I ~首
都f

W
li¥
1
 

;!
<.

~~
t!

'~
 

磁
1
，，

1
，
ス

吋
ア

U

[
'

 [ι
W

 
訓

Wl
la

畑
附 E M同

回 八 千 穂 ロ l ム 府 十
一

同

，.，.ヲ
'i
/f
_nr

.t
FT
l

11
.2
10
-話
)J
jt
j!
11
P

km
mq
1m
m 

戸孟
J屈



338 第 2編地方別にみた地下水
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12 

この地域最大の

~ ケ 峯地域の 士山下水位 変 化

中的に流出していると考えられるものである。また，図の南端に示した湧水は，

大清水湧泉を含む大湧水帯と なっている。湧出機構は，

図 2-3-96

上部塩嶺累層のつくる凹地状構造とその

基盤岩 (花街岩〉の不透水性に関連している(図 2-3-95)。湧水量を含めた河川流量から考えると，

地下水の集水範囲は地形的流域を越えて広が っているとみなければ説明がつかない。

北 ~北東麓地域では，河谷沿いに湧泉がみられるほか 20余本の深井戸がある (図2-3-97)。
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表 2-3-29 八千孤扇群中の各累層の層相と透水係数

牙:層名 庖厚|柱状図 岩 ヰ目 i玉水係数
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八千徳層群中の井戸における地下水頭の垂直分布

各井戸の比湧出主tと透水係数の相闘を求め， さら に各累層単元

透水係数は 10-
4cm/sから 10-2cm/sと

また，井戸の掘進に伴

図 2-3-98

深井戸の揚水試験資料をも とに，

ごとに推定 したのが表 2-3-29である。 これによると，

l隔があり ，最下部八千穂層 と上部八千穂層がやや大きい値を示している。

う地下水頭の変化はあまりなく，層群の単位でほぼ一定している (図2-3-98)。

湧泉の分;;f[iは地質層序お よび地質構造に密燥な関連がある。一般的に，湧泉は地層の傾斜方向

とくに， J1il~. 山川や細小路川で顕者にみられ， これ らの流域での山腹あるいは谷沿いに分布する。

さらに，湧泉からは地層が西から東へ向かつ て傾斜するため川の左岸に多くの湧泉が分布する。

不断の流水がもたらさ れ るため校沢がよ 《発達 している。湧泉はほとんどすべての累層に分布す

次の 3層準に大湧泉が集中 している。第 1は，最下部八千

穂層の露出地域で，透水係数が最も大きい最下部眉が露出 している大曲川下流域であり，第 2は，

上部八千穂屈の基底付近で，透水係数が大きい上部層が分布する鹿曲川中流苦情にみられ，第 3は，

八丁地川(八了地溶岩)の下流あるいは大石川(池の平溶岩〉の中下流の大湧泉

るが，湧水量は累層によっ て異なり，

浴岩の末端付近で，

八丁地溶岩の分布は屯気探査および試掘の結果から推定されたものである (図2-

南~南東箆地域に分布する井戸は，いずれも 上部層と最上部層から採水しており ，中部層以下

の地j圏中から採水 しているも のはい まの ところない。透水係数は最上部周の 10-3cm/sに対 して，

である。なお，

3-97の中の点線〉。

上部屈がこれを数倍上回る数値を示 している (表 2-3-30)。

湧泉の分布について特徴的なことをあげるならば (図2-3-99)，第 1は基盤岩類に接する付近に
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南佐 久層1洋の各累居の 庖栂と 透*係数表 2-3-30

透水係数
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しかも，

* 凡例は表 2-3-29に同じ

みられるもので，東部地域に多く ，基盤岩類の堰止め効果により地形上の低所で湧出している。

第 2は，溶岩末端部にみられる ものでう南部に分布する湧泉の多く がこのタイプである。

湧出機構は八千穂層群中の溶岩の例と同様である。第 3は，標高 1，600m 等高線に沿う湧泉帯に

属するもので，湧出地点が谷の中にあり，河川の源流となっている ことが多い。 山体中の地下水

面と地形面の交点と考えられる。第 4は，水田分布上限付近の湧泉群で，東側で標高 1，100m， 

小淵沢付近で 1，000m 等高線に並び，水田のほぼ上限に当る 山麓斜

その基

南麓へ次第に高度が下がり，

面上に湧出している。 これは上部層中の水成層の分布とほぼ一致する〈中部湧水帯〉。 これ より低

地では地形面と地水下面がほぼ平行な関係となっている。中部湧水帯を横切る川俣)11は，

底流量が 0.525m
3
fsと非常に大きい。

山麓の中で も比較的早い時期から地下水開発が進められ，多数の井戸が分布 し

ている(図 2-3-100)。その大半は南佐久層群最上部累層中に掘削されている。本層の透水係数の

西麓地域では，
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H17 
-1m 

図2-3-103 八ヶ岳西箆における井戸掘削時

の地下水頭の垂直分布

(凡例は表 2-3-29に同じ〉

平均値は 1.25 X 10-3
 cm/sである。ま た，165本

の深井戸について比湧出量を求め，その分布状態

をみる と図 2-3-101のよう になり，層比抵抗値

の分布傾向(図2-3-102)とよ く似ている。しかも，

層比抵抗値の大きい部分で比湧出量も大きい傾向

がある。

西麓地域では，火山体から 山館ま で を，①山

体酒養帯，②中部?函養帯 (1，600m の湧水線以下)，

③中部湧水帯 〈自噴十↑の，④下部漏水平管 (1，100m以

下，不圧帯水屑から被庄帯水層への溺養)， ⑤下部湧

水;鰐;のよ うな地水下帯に区分する ことができる。

山体i筒養帯では地表水はほとんどなく ，強い降

雨時にのみ一時的に表流水がみられる。中部酒養

帯は上部i湧水線以下で，河床沿いに湧泉があり ，

渓谷中では常時地表水がある。しかし，浅い谷や

山麓斜面上には地表水はない。 中部湧水帯では，

山麓斜面上にも，湧水があり ，中，小河川には1常

時地表水があって，地下水の緬養によるいわゆる

基底流量を示す。 下部漏水帯で、は，山麓斜面上の中，小河川は流量を減じ，揚合によっては基底

流量も消滅する。井戸掘削時の水頭変化を図 2-3-103に示す。下部湧水帯で、は，山麓斜面を大き

く下刻して流下する河川が南佐久層群上部累層からの湧水も含むので、流量は大 きい。基底流量も

大き い値を示す。

一般に河川の基底流量は，地下水の恒常的排出によって維持されているが，こ のための地下水

位 くまたは水頭〉の低下量は山体側で大きく ，山麓で小 さくなっている。 (工藤 浩・ 熊井久雄〕
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